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令和６年度第３回清水町子ども・子育て支援会議 

【議事録】 

 

日時 令和７年 1 月１６日(木)18 時 30 分～19 時 30 分 

場所 清水町保健福祉センター ２階 会議室 

 

■ 出席者 

 

委員 高  充慶 佐藤貴光 上谷明美 堀敦子 新井田典子 藤本優樹 

 庶務 西田課長  寺岡参事  方川児童保育係長  

（株）ぎょうせい（澤村・佐藤） 

  傍聴 無し 

 

 

１ 開 会 〈西田子育て支援課長〉 

  

ご案内の時間となりましたので、ただいまから清水町子ども・子育て支援会議を開

催いたします。 

この会議につきましては、まちづくり基本条例によりまして、審議会の会議録を公

表させていただきます。本日の審議会につきましても、発言者の名前を表示した会議

録をまちづくり情報コーナーに、会議の要旨を町のホームページにおいて公表させて

いただきますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。 

 はじめに会長からご挨拶をいただきたいと思います。 

 

２ 会長あいさつ （高会長） 

みなさまお疲れのところお集まりいただきありがとございます。 

第３回目の子育て支援会議となります。 

今までも皆様からご意見をいただいておりますが、それを含めまして素案のほう

が完成しております。今日は限られた時間ですけれども 

実り多い会議となりますよう皆様の忌憚のないご意見等をいただきたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 議 事  

〈西田子育て支援課長〉 

最初に、計画策定までの今後のスケジュールについて説明したいと思います。 

本日皆様に素案を見ていただいて修正訂正等あれば、さらに修正していきた

いと思います。 

その後ですが、1 月 22 日に議会に内容等を提案し、2 月 3 日から 2 月 21 日



2 

 

までパブリックコメントを実施し町民の皆さまから意見をいただきたいと思

います。3 月にはそのご意見等も反映した内容にて最終的な計画として、3 月

末に完成する予定になってございます。 

出来上がり次第ですね、皆様方には、委員の皆様方には送付をさせていただ

きたいというふうに思いますのでよろしくお願いを申し上げます。 

それでは説明の方よろしくお願いいたします。 

 

ぎょうせい 澤村 

   それでは説明に入ります。 

事前に素案を送付させていただいております。その後も事務局と協議をして

いく中でまた少し内容の変更、追加もありましたがそちらも合わせ、説明しよ

うと思います。 

前回の会議で説明した部分はちょっと省略しまして今回大きく変わった部

分を説明しようと思います。細かい文言の修正、施策の内容につきまして、事

業の方には事務局様に整理していただきました。 

それも一つ一つ説明していくと少し時間がかかるので、主なものだけちょっ

とお話させていこうと思います。まずそれはちょっとめくっていただきまして、

前半の方はですね、大体今説明をしまして、その後特に修正もなかったので、

飛ばしていきます。 

～事業について説明～ 

使用済みのオムツの無料収集のほか紙オムツのサブスクといったものがで

すね、こちらは、今回の計画作成業務をいただく段階で検討中いうことでお話

いただいたんですが、実際には結婚を計画載せないということでしたので、項

目は削除しました。そのほか、いくつか内容精査とかありましたのでそこは現

在お手元にありますのが最新の内容ということでご覧いただきたいと思いま

す。 

あとはっきりした自転車乗車時のヘルメットの話があったと思うのですが、 

担当課へ確認し事業をやられているということだったので、このまま掲載す

ると、いったところでございます。 

～その他計画に係る見込み量等の説明～ 

 

（堀委員） 学童クラブの開所時間は 18 時ではなく 18 時 30 分のはずです。 

（事務局） 誤りでした。修正します。 

 

（佐藤委員）  運動部活動の奨励のところですが、部活動の地域以降が今話題と

なっているところです。この欄の事業内容ですが、全国体力・能力調査

部門評価調査結果を踏まえた改善とありますが。部活動の推奨とちょっ

となんだけど、視点が違うかなというふうに思いました。 
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（事務局） 

部活の地域以降については教育委員会の中の社会教育課の方が主で進めて

るところもありますので、今の部分含めて、教育委員会学校教育課と社会教育

課に確認しまして、分けるとか、違う形で記載したいと思います。 

 

（高会長） 

自転車使用時のヘルメット着用について 

先日教育委員会から、着用するよう通知が来た。たとえば学童クラブなどは

努力義務ではあるがどのような取り扱いなのだろうか。 

（事務局） 

努力義務ではあるが、学校と同じよう着用するよう指導していく 

（ぎょうせい 澤村） 

この計画の中で各事業としての番号書いてあるのは空欄になってるとこあ

るのですが、それを多分事業が増えたり減ったりしてる途中だったので、今空

欄になってますけども、この事業の数が確定しましたら全部番号を入れていき

ます。まずはそれぞれの内容を精査してからは確定させていきますので、パブ

コメまでにはこの辺は数字を確定していきたいとは思ってます。 

～その他数字、人数等の等の説明～ 

（高会長） 

   時間になりましたので皆様からほかありませんか。 

～特に無し～ 

〈西田子育て支援課長〉 

最後に別件になりますが、一昨日より、町の公式ホームページにてＬＩＮＥ

による運用が始まっておりそれぞれ町の情報を今年度から発信するというこ

とでやっております。 

LINE でＱＲコード読んでいただくと、関係課やそれぞれの施設から何かお伝

えしたい情報があれば、ダイレクトで LINE の方に入ってくるというようなも

のでございます。 

学童クラブでも休園の連絡などを退所の保護者に通知するなど利用してい

く予定です。ご興味があれば、清水町からのお知らせが届きますので登録をし

ていただければというふうに思います。 

こども園の方は別なシステムになりますが、保育 ICT システムにて以前より

保護者に連絡をする形になっています。将来的にはこういうもＬＩＮＥのシス

テムに取り込まれていくのかもしれないですが、今のところ単独で運用してい

ます。以上お知らせでした。皆様から何か他に何かありますでしょうか？ 

それでは、本日の会議を閉じたいと思います。本日は大変ありがとうござい

ました。 
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４ 閉 会   皆様、協議のほど大変ありがとうございました。 

本日はありがとうございました。 


